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Ⅰ.　はじめに
1999年、男女共同参画社会基本法が制定された。男女共同参画社会とは、「男女が、社
会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画す
る機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受す
ることができ、かつ、共に責任を担うべき社会」（男女共同参画社会基本法第２条）（内閣
府男女共同参画局　2016a）1とされている。この法律のなかで、男女共同参画社会を実現
するための５つの基本理念 1が掲げられており、その柱の一つに「家庭生活における活動
と他の活動の両立」が挙げられている。この理念は、固定的な性別役割分業を解消し、女
性も男性も仕事と家庭の両立が可能な社会を目指していこうという意味を含んでおり、日
本人の多くがもつ伝統的な性別役割分業意識を変え、父親の育児参加を促し、男女が協力
して育児を行うことが求められている。
文部科学省は、この理念を具現化するため、男女平等を推進する教育・学習についての
基本的方向を示し、初等中等教育における家庭科教育において次のような施策を提示して
いる。
「家庭科教育については、男女共同参画社会の推進に対応し、新しい学習指導要領（平
成10年12月、平成11年３月改訂）において、家庭の在り方や家族の人間関係などに関する
指導の充実を図っており、特に、高等学校家庭科では、男女が相互に協力し、家族の一員
としての役割を果たし、家庭を築くことの重要性について認識させることとしており、そ
の趣旨の普及・徹底に努める。」（内閣府男女共同参画局　2016b）2　
文部科学省の基本方針を受け、初等中等教育機関において、様々な方法を用いて男女共
同参画社会の推進に対応した授業が進められている。中学校・高等学校における家庭科の
授業では、保育所や幼稚園を訪問し直接子どもたちと触れ合う「体験学習」が行われてい
る。Ｓ県では、約半数の高等学校家庭科授業において「保育体験」が行われていると報告
されている（吉川・尾城　2011）3。また、家庭科授業において生徒のジェンダー意識調
査（仲田ら2016）4や、キャリア教育（佐藤2015）5等が行われている。小学校においては、
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中学校・高等学校との連続性をもった授業が重視されているものの、実際のところ、食育
や調理に関する授業が中心で男女共同参画社会を実現するための授業実践報告や調査・研
究論文は極めて少ない。
性別役割分業に捉われず男女が対等な存在としてあらゆる活動に参加していく社会をめ
ざすためには、小学校の段階からジェンダー教育を行っていく必要がある。同時に、小学
校教諭は、ジェンダーによる様々な格差や偏見とその要因を知り、それをどのように改善
していくかという見通しをもって児童生徒に伝える必要がある。そこで筆者は、男女共同
参画社会の実現を視野に入れ、小学校教諭を目指す学生に対して、男女が家庭と仕事の両
立を図ることができるようにするための「子育て支援教育」を試みた。本稿は、筆者が
2016年度に実践した「子育て支援教育」の報告を行う。
Ⅱ.　授業の概要
筆者は、2016年度、小学校教諭を志望する学生が受講する「家庭科」において、現代社
会の家族が抱える課題、男女間にある様々な格差の問題、家族に関する法律や制度につい
て取り上げた。
1947年から2016年の間、学習指導要領は７回改訂されており、現在は、次の４つの内容
となった。Ａ家庭生活と家族、Ｂ日常の食事と調理の基礎、Ｃ快適な衣服と住まい、Ｄ身
近な消費生活と環境である。小学校家庭科と中学校家庭科の内容との連続性が重視され、
家庭科の内容が上記のＡからＤの同一のものとなっている。
白梅学園大学の「家庭科」の授業は、複数の教員が担当しており、筆者はＡ、Ｃ、Ｄの
３つの領域を担当している。ここでは、本稿の内容と関わる「Ａ家庭生活と家族」の領域
に関する第１回から第６回の授業計画を示す。
授業計画
第１回　オリエンテーション　小学校家庭科について
第２回　日本の家族の現状　家族類型別割合の推移　高齢化、少子化、核家族化
第３回　家庭生活と仕事　性別役割分業、長時間労働、ワーク・ライフ・バランス
第４回　三歳児神話と育児不安
第５回　父親の育児参加　研究編
第６回　父親の育児参加　実践編　～元祖イクメンと現代のイクメン～
受講者
2016年度、白梅学園大学の小学校教諭に必要な科目「家庭科」（選択必修）を受講した
学生は７名（女子）であった。以下、７名の学生が記入したリアクション・ペーパーの一
部を紹介する。受講者の記述は、斜体文字で示す。
倫理的配慮
授業の初めに、学生にリアクション・ペーパーの内容を匿名で論文・報告書で紹介させ
てほしい旨を口頭で依頼した。調査への協力は本人の自由意志によるものであって強制す
るものではないこと、成績と関係しないこと、紹介してほしくない文面は記載しなくてい
いこと、またはその旨を記述すれば掲載しないことを口頭で伝えたうえで、リアクション・
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ペーパーに記載してもらった。
Ⅲ.　授業の実際
１．実践事例①〈第４回　三歳児神話と育児不安〉
学習目標：①調査結果を正確に読み取る。
　　　　　②「三歳児神話」の根拠を理解し、その弊害と育児不安の関係について考える。
概　　略： 配布資料に沿って、まず、三歳児神話の定義とそのルーツを説明し、育児不安
の調査結果を提示しながら三歳児神話や児童虐待との関係について話を進め
た。三歳児神話の根拠となった「アタッチメント・セオリー」は、ボウルビィ
によって修正されたことと、厚生省（1998）により三歳児神話の科学的根拠は
ないと断言されたことを言及した。最後に、授業を受けてわかったこと、気づ
いたこと等を記述するよう指示した。
第４回授業の資料（一部を抜粋）
（１）　受講者の理解（一部を抜粋）
ここで、受講者が学習目標を達成しているかを、受講者のリアクション・ペーパーの内
容を通じて確認する。以下で紹介するリアクション・ペーパーの内容は、学習目標、三歳
児神話の定義とルーツを説明した後、「育児不安」の調査①～④（上記参照）を読み取っ
た後に記述したものである。
①調査結果を正確に読みとる
・母親が子供と二人きりで子育てを行う時間が長いほど、育児不安が募り、虐待につながっ
てしまう可能性が出てくることが分かった。（Ａさん）
・子どもが小さい時から母親が仕事をしていると、育児から逃げていると世間では思われ
がちだが、決して逃げているわけではなく、データとして見ると、育児不安が少なく、
子育てを順調に行うことができているということが分かった。（Ａさん）
・専業主婦であるがために育児に力を入れている母親が育児不安に陥る現状を知ることが
できた。（Ｃさん）
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これらの記述は、子どもと二人きりでいる時間が長いほど育児不安が高いということを
理解している。前頁で示した調査②や④を提示したことで、職業の有無と育児不安の関係
や子供と離れる時間と育児不安の関係を正しく理解している。
また筆者は、資料を説明する際、「育児不安が高じると児童虐待にもつながる可能性が
ある」ことを口頭で説明している。Aさんの記述内容はそのことを踏まえた内容である。
・私の周りにも赤ちゃんを育てている人が多くいますが、そのほとんどの人が日ごろから
育児不安を抱えています。子どもと二人きりになる時間が多く、友達とゆっくり会うこ
ともなかなかない、相談できる相手が身近にいない等、あてはまることばかりでした。
どうしたら今のこの世の中の現状を解決していくことができるのか考えていく必要があ
ると思います。（Ｃさん）
・有職者の母親は育児の間に仕事をし、同じ職場の先輩から色々話を聞く機会があると思
います。専業主婦の母親にもそのような機会がもっとあるといいです。（Ｃさん）
・子供は母親だけでなく、関わっている人全員で育てていくという意識になっていけば良
いと思う。（Ｄさん）
・私は子どもと親の関係にも適度な距離が求められていると考えているので、自宅で子ど
もと二人きりになってしまいがちな母親への支援がもっと充実すればいいと思う。子ど
もを預けることのできる施設がもっと幅広く人を受け入れることができるよう社会の考
え方がよりよくなればと願う。（Ｅさん）
・私は育児不安というと専業主婦の方が少ないというイメージだったので調査の結果は意
外であった。しかし、それまでの調査や育児不安の要因を聞くと、納得できるものであ
り、現在女性の社会進出が増えている状況においては、その不安は更に大きいものになっ
ているだろうと思った。（Ｅさん）　
Ｃさんの記述内容は、身近にいる育児中の友人の状況と調査結果を重ねて理解している。
Dさん、Ｅさんの記述内容をみると、なぜ有職者の育児不安が高くないかを受講者なりに
想像し、育児不安を抱える母親への支援について提案している。このような提案をするこ
とができるのは、受講者たちがこれまで３年間にわたり、保育学、心理学、社会福祉学等
を学習しているからだと思われる。
②「三歳児神話」の根拠を理解し、その弊害と育児不安の関係について考える。
次に、三歳児神話の弊害と育児不安の関係についての認識を確認する。
・三歳児神話は性別役割分業を正当化するために用いられていたものであり、三歳まで母
親が一日中ずっと子育てしない場合であっても子どもは順調に育つことが分かった。（Ａ
さん）
・三歳児神話が神話であるといわれる根拠について理解することができた。（Ｃさん）
・三歳児神話について初めて聞いた語句だった。三歳までは母の手で育てなければ、子ど
もの学力が低下したり、非行に走ったりすることはないことが理解できた。（Ｄさん）
・三歳児神話がとても大きな力を持ち、様々なことを正当化する理論となっていることも
驚いた。（Ｅさん）
・三歳児神話では、三歳までは母の手でということが述べられているが、それは合理的根
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拠のない神話である。（Ｆさん）
・三歳までの子供が母親のもとで育てられた方がいいという根拠はなく、母親だけの育児
ではなく、父親や祖父母との協力した育児が必要であるとわかった。（Ｆさん）
・三歳児神話というものには根拠がないにもかかわらず、日本では信じられてしまってい
るということを学びました。その原因として性別役割分業というものがなじんでしまっ
ていることがあげられます。（Ｇさん）
記述から、三歳児神話が合理的根拠のない作られた神話であることや、性別役割分業を
正当化し女性が育児に縛られていることを理解していることが読み取れる。
２．授業実践②〈第５回　父親の育児参加　研究編〉
学習目標：父親の育児に関する調査結果を正確に理解する。
概　　略： 第５回授業では日本及び諸外国における「父親の育児に関する調査研究」を紹
介した。日本の父親の育児参加時間、育児休業取得率、関連する法制度、育児
をする父親の特徴、父親の育児参加が与える父親自身、パートナー、子供への
影響等について主に社会学・心理学における調査結果を紹介し、最後に授業を
受けてわかったこと、気づいたこと、感想を記述してもらった。
第５回授業の資料（一部を抜粋）
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（１）　受講者の理解（一部を抜粋）
①調査結果を正確に読みとる
ここでは、受講生が、授業で示したいくつかの調査結果を正確に読み取れているかを確
認する。
・日本人男性が他の国よりも１時間以上短いことに驚いた。他の国よりも日本はまだ性別
役割分業意識が強いと思った。（Ａさん）
・日本の夫が育児に参加する割合が世界に比べて低いことを実感した。（Ｃさん）
・日本の父親の育児参加率が思っていたよりも低く、その理由が父親自身の意識だけでは
なく、社会における制度にもあるのだということが分かった。（Ｅさん）
・父親の子育ての優先度のグラフで、家事や育児をしたいと考えている父親が多いことに
驚いた。（Ｃさん）
・未就学児の父親は子育てと仕事を同様に重視したいという思いがあり、育児休業制度を
改善していくこともそうだが、企業自体もそのような思いを持っている人がいることを
理解することも必要だと思った。（Ａさん）
上記の記述内容は、前頁で示した「６歳未満児のいる男女の育児、家事関連時間」の国
際比較調査と「父親の子育ての優先度」の調査結果の説明を受け、正確に理解している内
容だとわかる。
下記の記述内容は、育児をする父親の特徴（職業、学歴、パートナー）の説明を受けて
の内容である。
・育児をする男性は専門管理職が多く、深夜残業が多い仕事などはまだ育児をする時間が
確保されていない現実があることを知ることができた。（Ａさん）
・育児休業を取得した男性をみてみると、比較的、公務員や高学歴の方が多く、男性は会
社から認められることが大変だということも明らかである。（Ｆさん）
３．授業実践③〈第６回　父親の育児参加　実践編　～元祖イクメンと現代のイク
メン～〉
学習目標：「父親の育児参加が進むとどんな社会になるか」について考える。
概　　略： 第６回授業では、1990年代に育児休業を取得した「育時連」に所属していた父
親たち（元祖「イクメン」）の写真をパワーポイント（以下PPTと省略する）
で示しながら、パートナーといかにして育児を分担していったかのプロセスを
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説明した。参考資料として、元祖イクメンの一人が自治体広報誌に記載した育
児体験記を配布した。
次に、2000年以降、育児休業を取得した「ファザーリング・ジャパン2」に参加してい
る父親たち（現代の「イクメン」）の写真を示しながら育児をしていくプロセスを紹介した。
今回の授業でとりあげたテーマ「父親の育児参加が進むとどんな社会になるか」について
学生同士で討論し、その後リアクション・ペーパーに記述するよう指示した。
第６回授業の配布資料（一部を抜粋）
「育時連」に所属していた父親の写真はプライバシー保護のため割愛する。育児をする
父親たちの市民団体「ファザーリング・ジャパン」に所属する父親の写真については、ファ
ザーリング・ジャパン事務局に問い合わせ、HPに掲載されている写真を本稿に掲載して
いいかどうかをたずね承諾をいただいた3。
（出典http://fathering.jp/papafiles）
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（１）　リアクション・ペーパーの内容（一部を抜粋）
①父親の育児参加が進むとどんな社会になるか
ここでは、「父親の育児参加が進むとどんな社会になるか」について討論した後のリア
クション・ペーパーの内容を確認する。記述内容を整理すると、1「経済的効果、貧困の
減少」、2「父親意識の芽生えと離婚率減少」、3「労働環境の改善と病の減少」、4「性
別役割分業意識の変化」、5「良好な家族関係」、6「人間関係の広がりと地域との交流」
の６つに分類された。順にみていく。
１）経済的効果・貧困の減少
・父親が育児参加することで女性が働きに出ることができ、家庭の収入が上がる。家庭の
収入が上がることで家庭の中の使用できるお金の額が上がり、不況から回復していくこ
とができる。（Ａさん）
・父親が育児参加することにより、世帯収入が増え、様々なところにお金をかけることが
でき、生活の質が向上すると考える。また、それにより、社会経済が安定し、社会福祉
にかけるお金も増え、消費税も上がらなくて済むのではないだろうか。（Ｂさん）
・父親の育児参加が進むことで、まず社会の経済が潤う。お金の流通が円滑になり、給料
が上がることも考えられるであろう。そして、子供の貧困も減少する可能性も大いに考
えられる。（Ｃさん）
・父親の育児参加が増えると家庭の収入が大幅に増加し、貧困はなくなるのではないかと
考える。社会経済が安定してくると思う。（Ｄさん）
・父親の育児参加が増えると子供の貧困が減り、子供が自由にのびのびと暮らしていける
社会になると考える。（Ｆさん）
上記の記述内容は、父親の育児と経済的効果を関連付けている。筆者は、授業の中で、
父親が一日数時間育児参加することで母親がフルタイムで働くことができ、世帯収入が上
がることを説明した。この説明を受け、受講者たちは、家庭の収入が増え子どもの貧困が
減り、税収入も増え社会全体の経済が良くなると認識したようである。
２）父親意識の芽生えと離婚率低下
・父親が育児をすることで「父親である」という意識が芽生え、子供のために離婚を控え
るようになり、離婚率が低下するだろう。（Ａさん）
　
３）長時間労働・心の病の減少
・育児をすると長時間労働を控える人が増えることで周りも影響を受けて長時間労働をす
る人が減り、過労死やうつ病になる人も減っていく。（Ａさん）
上記２つの記述内容は、第５回の授業で学習した「父親の育児参加が与える影響」から
想像していると思われる。父親の育児参加が与える影響として、「父親自身のアイデンティ
ティー」「父親の身体的・精神的健康」を指摘したが、受講者はさらに想像力を広げて「離
婚率低下」や「過労死やうつ病の減少」に結び付けている。
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４）性別役割分業意識の変化
・男は仕事、女は家事・育児という発想がなくなっていき、（中略）男女平等な社会が現
在よりも広がっていくのではないだろうか。（Ａさん）
・父親が育児参加することで女性の社会進出が進み、一人の女性としての権利が保障され、
社会全体の性別役割分業意識が変化する。（Ｂさん）
・何よりも社会の中から性別役割分業という考えがなくなり、男女平等参画社会の実現に
も近づくと思います。（Ｃさん）
・育児を必ず女性がやるべきという考えがなくなり、育児も仕事も両立できる社会にした
いです。私もそんな社会で生きていきたいと思います。（Ｃさん）
・父親は仕事、母親は家庭という日本の文化が根強いが、そのような偏見も無くなると考
える。（Ｄさん）
・〇〇さん（育時連メンバー）の考え方のように「子供が生まれたときというのが自らの
生き方働き方を見直す最大のチャンス」や「男性は妊娠出産はできないがその後は何で
もできる」という考えをもち、男性の育児に肯定的な見方考え方を持つことでよりよい
社会になっていくと感じた。（Ｆさん）
５）良好な家族関係
・子供も母親と父親の両方からの愛情を受けて育つため、家族の仲もより深まり、家族を
大切にする気持ちが高まる。（Ｃさん）　
・母親も心身ともに安定して子育てをすることができるようになり、育児に対する不安や
悩みを父親と共有することができる。（Ｃさん）
・前の授業で、妻が一人で育児を抱え込んでしまい、育児に対しての不安が大きくなって
しまう前に、夫との協力関係を築いていくことが重要であると思った。もっとイクメン
プロジェクトを発信していく必要があると思う。（Ｃさん）
６）人間関係の広がりと地域との関わり
・核家族化の問題も父親が参加することによって、人間関係、地域との関わりも増えてい
くので解決できると思った。（Ｄさん）
以上、「父親の育児参加が進むとどんな社会になるか」についての記述をみてきたが、
父親の育児参加と経済面、ジェンダー意識、労働環境、社会的規範等の様々な事柄と関連
づけている。女性の労働が可能になり、子供の貧困が減少し、夫婦ともに育児をするため
家族関係も良好になり、長時間労働を抑制させることによりうつ病や過労死が減りワーク・
ライフ・バランスが実現していくといった現代社会の課題に思考を広げ考えていることが
読み取れる。
Ⅳ.　まとめ
本稿は、小学校教諭を志望する学生に対し、男女共同参画社会の実現を視野に入れた「子
育て支援教育」の授業実践を報告した。具体的には、2016年度に行った「第４回授業　三
歳児神話と育児不安」「第５回・６回授業　父親の育児参加」の授業を取り上げ、授業を
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受けた後の学生の記述内容を学習目標に沿って確認した。ここで、各回の学習目標が達成
できたかを再度確認し、次に、「子育て支援教育」の意義と今後の課題について論じる。
第４回授業の学習目標の１つは、「調査結果を正確に読み取る」、２つ目は「『三歳児神話』
の根拠を理解し、その弊害と育児不安の関係について考える」であった。まず、１つ目の
目標は、受講者の記述から、グラフや図を正確に読み取っていることが確認できた。仕事
を持つ母親より専業主婦の方が育児不安が高いことや母親が子どもと離れる時間が短いほ
ど育児不安が高いこと等を正確に読み取っていた。
２つ目の目標については、「三歳児神話」は神話であることを理解していることが確認
できた。「三歳児神話」が性別役割分業を正当化する理論になっていることや、就労して
いる母親を不安にさせる要因になっていることを指摘するコメントもあったことから、目
標はほぼ達成されていると考える。
第５回・６回授業の学習目標の１つは、「父親の育児に関する調査結果を理解する」、２
つ目は「父親の育児参加が進むとどんな社会になるかについて考える」であった。１つ目
の目標については、日本の父親の育児休業取得率が極めて低いことや、他の国々と比べて
育児をする時間が短いこととその要因についての記述が多くみられた。日本の父親の育児
参加が低いことについてよく理解できたようだ。一方、父親の育児を促す要因や父親の育
児が与える影響についての記述がほとんど見られなかった。この点については、今後の課
題としていきたい。
２つ目の目標についてはおおよそ６つに整理することができた。1）経済的効果・貧困
の減少、2）父親意識の芽生えと離婚率低下、3）労働環境の改善と病の減少、4）性別役
割分業意識の変化、5）良好な家族関係、6）人間関係の広がりと地域との関わりである。
とくに1）から4）の記述内容は、「父親の育児参加」という個人的行為と「子供の貧困問題」
や「性別役割分業意識」等の社会問題を結びつけていることから目標はおおよそ達成され
ているといえる。
以上、３回の授業の学習課題が達成されたかどうかについて考察した。
次に、考察をふまえ「子育て支援教育」と男女共同参画社会の推進について論じたい。
本稿においては、男女共同参画社会の実現を視野に入れ、男女が家庭と仕事の両立を図
ることができるようにするための「子育て支援教育」を試みた。「三歳児神話と育児不安」
「父親の育児参加」という家庭生活の領域に絞ったテーマから男女共同参画社会の実現と
いう大きなテーマに結び付けることができたかどうかについて、受講生の記述から確認し
たい。
・三歳児神話がとても大きな力を持ち、様々なことを正当化する理論となっていることも
驚いた。（Ｅさん）
・三歳までの子供が母親のもとで育てられた方がいいという根拠はなく、母親だけの育児
ではなく、父親や祖父母との協力した育児が必要であるとわかった。（Ｆさん）
・男は仕事、女は家事・育児という発想がなくなっていき、（中略）男女平等な社会が現
在よりも広がっていくのではないだろうか。（Ａさん）
・父親が育児参加することで女性の社会進出が進み、一人の女性としての権利が保障され、
社会全体の性別役割分業意識が変化する。（Ｂさん）
・何よりも社会の中から性別役割分業という考えがなくなり、男女平等参画社会の実現に
も近づくと思います。（Ｃさん）
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・父親は仕事、母親は家庭という日本の文化が根強いが、そのような偏見も無くなると考
える。（Ｄさん）
上記の記述の一部はⅢでも示したものであるが、とくに「男女共同参画社会」の推進に
結び付く記述を引用した。受講生は、三歳児神話が性別役割分業を正当化する根拠として
引用されていることを理解し、母親の育児不安を解消するには父親の育児参加が重要であ
り、それにより女性の人権が保障され、夫婦が仕事と家庭を両立することができ、さらに
は子供の貧困を減らすことができるという、社会全体の変革へ思考を膨らませていること
が分かる。今回の授業実践では、受講者が授業内容を理解しているかどうかの把握にとど
まり、男女共同参画に対する受講者の授業前後の認識の変化について数値的に検証するこ
とは行わなかったため、授業の教育的効果を明確に示すことはできなかったが、「子育て
支援教育」は、男女共同参画社会の推進に貢献していく可能性がおおいに期待できるので
はないだろうか。
さてここで、今後の課題を論じる。本稿は、家庭生活という特定の領域から、男女共同
参画社会の実現について考えてきた。しかし、男女共同参画社会とは、家庭生活だけでな
く、人権、政治、経済、地域、職業、グローバル社会等の多様な分野において男女が対等
に活躍することを目指している。それゆえ、小学校教育においても様々な分野からのアプ
ローチが必要であることはいうまでもないだろう。また今後は、小学校教諭を目指す学生
が、児童・生徒に対して男女共同参画社会の実現をどのように伝えていくかを学習するこ
とができる授業を行っていきたい。今後の課題である。
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